
全国国立総合大学教養外国語教育に関する調査報告書

新潟大学大学教育開発研究センター

外国語系列ワーキング・グループ

Survey of Problems and Reforms in Foreign Language Education

at National Universities

Foreign Language Education Working Group,

Research Institute for Faculty Development, Niigata University

This is a survey of the present state of reforms in foreign language education at the national

universities in Japan. We sent these universities a questionnaire and received a reply from 46 of them

last August．The questionnaire asked9questions about the present curriculum，the various reforms

they have carried out since‘‘Taikoka”inJuly，1991，and the problems they have and solutions for

those problems，etC．We believe that theinformation we obtained by thisinvestigation willt妃Very

usefulas a basic knowledge for our discussion with regard to reformsin foreignlanguage education

whicharetot光madefrom19970natNiigataUniversity．

The results of each question were analized and commented on by the members of the Foreign

LanguageEducationWorkingGroup．Wehopethatotheruniversitieswillalsomakeuse ofthissurvey
forfuture reforms．

Keywords：Questionnaire，Nationaluniversities，Foreignlanguageeducation，Curriculum，

Reforms

は　じ　め　に

平成3年7月に「大綱化」を主眼とした大学設置基

準の大幅な改訂が行われた。これを受けて各大学では

教養教育におけるカリキュラム編成や実施体制に関わ

る改革に着手した。その後この改革はすべての大学で

急速に進行していると思われる。

こうした状況を踏まえて国立大学協会は、教養教育

の現状調査を計画・実施して、そのまとめである『教

養教育の改善に関する調査報告書』を平成7年3月に

刊行した。早速われわれは同報告書の「外国語教育の

改善状況と特色」（70－72頁）を読み、（1）内容・コース

の多様化、（2）実用志向、（3）開講外国語数の増加、（4）単

位数の弾力化、（5）クラスサイズの縮小等の全般的な改

善の方向と各大学が行っている個々の改善点が列挙さ

れた項目について知ることができた。

しかし、われわれは外国語教育に関わる実施体制と

改善点・問題点についてさらに詳しい情報を各大学か

ら得たいと思った。新潟大学では、平成9年以降に外

国語を含む教養教育全体の大規模な改革を目指してい

るが、その改革に向けての議論の重要な参考資料とす

べきものが必要であると判断したからである。われわ

れはこの参考資料を作成するために、平成7年8月に

以下に掲げる9つの設問の回答を本学を除く48国立総

合大学に依頼し、46大学から回答をえた。

調査対象を国立総合大学に限ったのは、置かれた環

境が本学と似ており、共通点が多い大学を調査対象に

した方が改革・改善の実行・実施に対しより現実的で
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有効な参考資料が得やすい ことと､ まとま っ た統計が

得られて 比較が しやすい と考えたた め で ある｡ 外国語

の改革 ･ 改善には大学の種額 ･ 規模によらず先進的な

大学 ･ 学部 の 例も参考にす べ き で ある こ とは言うま で

もな い ｡

以下､ 設問ごとに調査結果の提示とそ の分析を行い ､

コ メ ン トを付 して報告書にまとめた ｡ 本学の み ならず

各大学で も本報告書を今後の 検討に役立て て い ただけ

れば幸い で ある｡ そ れに よ っ て ご回答下さ っ た方 々 の

御苦労に報い る ことになると信ずる｡ なお紙幅の 関係

で各大学の 回答をまとめた資料は割愛した ｡

設 問1 . 外国語 に関する科目の 区分 ･ 位置づけ

全国4 6 国立総合大学か らの 回答を､ 区分タイ プ別に

整理すれば､ 以下 の ようになる ｡

タ イ プ 1 : ｢ 外国語科目+ 計2 2 大学

北海道､ 東北､ 山形 ､ 福島､ 茨城 ､ 群馬､

埼玉 ､ 横浜国立 ､ 福井 ､ 岐阜､ 静岡､ 三

重 ､ 滋賀､ 京都 ､ 神戸 ､ 広島､ 香川 ､ 佐

賀 ､ 長崎､ 大分 ､ 鹿児島､ 新潟

タイ プ 2 : ｢ 共通科目ない しは共通基礎科目の 中の 外

国語+ 計18 大学

弘前､ 岩手､ 筑波､ 宇都宮 ､ 千葉､ 東京 ､

山梨 ､ 富山 ､ 奈良女､ 和歌山､ 鳥取 ､ 島

根 ､ 岡山､ 山 口 ､ 愛媛 ､ 高知､ 熊本､ 琉

球

( た だ し千葉大は ｢ 普遍教育科目の 中の

共通基礎科目+ ､ 琉球大は ｢ 基幹領域科

目+ の 中 の外国語と位置づけ て い る)

タ イ プ 3 : ｢ 総合教育科目+

秋田

タイ プ 4 : ｢ 言語科目+

金沢

タイ プ 5 : ｢ 言語文化科目
.
+

名古屋 ､ 九州

タイ プ 6 : ｢ 言語情報教育科目+

大阪

実際は区分の名称 よりも､ 教育の 中身が問題で ある

こ とば言うま で もない が ､ 名称が中身を規定する こと

もありうるの で ､ 注意を要する｡ 本学は最も多い ｢外

国語科目+ とい う区分に従 っ て い る｡ これは最も伝統

的な区分で ある｡ ただし､ こ の 区分名称には ､ 外国語

教育が ､ 大学 で の学問研究の遂行上 ､ 共通 の 基礎的価

値と有用性を持 っ て い るとい う ことが ､ 明示されて い

ない とも言え る｡ そ の 点におい て は ､ タイ プ 3 の ｢ 総

合教育科 目+ ､ タ イ プ 4 の ｢ 言語科 目+ ､ タ イ プ 5 の

｢ 言語文化科 目+ ､ タ イ プ 6 の ｢ 言語情報教育科 目+

も同様の こ とが言え る ｡
一

方 ､ タ イ プ 2 の ｢ 共通科

目/ 共通基礎科目中の 外国語+ は ､ 外国語学習が ､ 大

学教育の 中で ､ 学生全員に と っ て 極め て重要な共通の

価値を有 して い る こ とを､ 明示的に表現 して い ると言

えるだろう｡ タ イ プ 2 の ような位置づけは ､ 外国語の

必修体制維持を指示する論拠 とも関係 して い ると思わ

れ る ｡

設問 2 . 開講状況 (半年学期又は通年)

タイ プ 1 : ｢ 通年+ ( 計10 大学)

弘前 ､ 秋 田､ 福島､ 茨城､ 筑波 ､ 千葉､

山梨 ､ 滋賀､ 京都 ､ 高知

タイ プ 2 : ｢ 半年学期+ ( 計2 3 大学)

北海道､ 岩手､ 山形 ､ 群馬､ 東京､ 富山､

金沢､ 福井､ 岐阜 ､ 名古屋､ 大阪､ 神戸､

鳥取 ､ 岡山 ､ 広島､ 山 口 ､ 香川 ､ 愛媛 ､

九州 ､ 長崎､ 大分 ､ 鹿児島､ 琉球

タイ プ 3 : ｢ 半年学期 と通年の混合+ ( 計12 大学)

東北､ 宇都宮､ 埼 玉 ､ 横浜国立 ､ 信州 ､

静岡､ 三 重 ､ 奈良女 ､ 和歌山 ､ 島根､ 佐

賀 ､ 熊本 ､ 新潟

最も伝統的なの は､ タ イ プ 1 の ｢ 通年+ で ある ｡ し

か し ｢ 半期制+ および ｢ 半期と通年の 混合型+ の 総数

は ､ 3 6 大学に の ぼ る｡ こ れを考えれば､ 半年毎の 単位

認定 シ ス テ ム が かな り定着しようと して い る こ とが理

解 できる ｡ ｢ 通年制+ の メ リ ッ ト は ､ じ っ くり と内容

の ある書物を読め る点にある ｡ 外国語教育の教養的価
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値を最重視するならば､ 通年制がふさわ しい で あろう｡

しか し､ 周知の ごとく ､ 時代 の 変化を反映 して ､ 外国

語 (特に英語) の運用能力育成が叫ばれるようになり､

そ の達成のためには､ 半年と いう ス パ ソ で ､ 緊張を伴 っ

た実用主義的授業を展開する方が良い という考え方が

生まれて きた の で あろう｡ タイ プ 3 の ｢ 混合型+ の場

合､ 外国語の 種類によ っ て ､
‾
いずれを採用するか決め

て い る大学が多い ｡ ま た ､ 英語に関 して は ､ ｢ 混合型+

の 中 で も､ ｢ 半期制+ を採用 して い る大学が比較的多

い ことに注目 した い ｡ 本学の 場合はそ の反対 で ､ 英語

が通年制を取 り､ そ の他 の 外国語が ｢ 混合型+ を採用

して い る｡ 本学 の 英語に つ い て も､ しか る べ き場で ､

｢ 半期制+ の メ リ ッ ト､ デ メ リ ッ トに つ い て 検討する

必要が ある ｡

設問 3 . 外国語科目の 単位の計算方法

全国の大学か ら寄せ られた 回答に よれば圧倒的多数

の 大学
･

学部が 1 単位3 0 時間と して 計算 して い るが ､

い わゆ る講義科目と同じく 1 単位15 時間とする大学
･

学部も少数ながら散見される｡

(1) 1 単位1 5 時間で計算する大学 ･ 学部

北海道大､ 弘前大 ､ 福島大 , 福井大 ､ 大阪大 (以

上全学部) ､ 和歌山大経済学部､ 岐阜大工学部夜

間主 コ ー ス ｡

(2) 外国語科目の 一

部だけを 1 単位1 5 時間で計算する

大学

金沢大､ 琉球大 ( 以上 いずれも上級向けの 科目) ､

鹿児島大 ( 中国語) ､ 愛媛大｡

上記 の 大学 ･ 学部以外はす べ て 従来どおり1 単位3 0

時間と して 計算 して い る｡

設問4 . 外国語科目の履修基準 (卒業要件)

外国語科目の履修が卒業要件 と して どの 程度 (何単

位) 義務づけ られて い るか に つ い て ､ 各大学の回 答を

一

読 して ､ まず感じる ことはそ の著しい 多様さである｡

単位数の も っ とも多い 方で は ､ 2 外国語16 単位と い う

例 ( 注) が ある し､ 反対に少な い 方 で は 1 外国語 4 単

位とい う例もあり ､ お よそ考えられるあらゆるケ ー ス

が登場すると い っ てもよ い で あ ろう｡ しかも これらの

単位数にはさらに複雑な条件が付けられて い る例も多

く ､ 各大学の 回答を
一

目瞭然の 形にまとめあげる こと

は不可能に近い ｡ こ の た め集計に あた っ て は ､ あえ て

細か い 条件を無視せ ざるを得ない 場合もあ っ た こ とを

お断りしておく｡ また
一

つ の 学部 の 中で ､ さらに学科

あるい は課程により基準が異なるという こともあり､

こ の ような場合は特に注目す べ き例を除い て ､ 多くは

大学 ･ 学部名を割愛 した ｡

( 注) 京都大学総合人間学部国際文化学科で 2 外国語

計2 0 単位 の例があるが ､ こ れは学科の性質によ

る特殊なケ
ー

ス で あろう｡

なお設問 3 で 言及 した 1 単位を15 時間で 計算する大

学 ･ 学部に つ い て は ､ 比較 の 便宜上 ､ 基準単位を半分

に換算した ｡

(I) 履修単位の合計が1 2 以上の大学 ･ 学部

履修基準か らして ､ 外国語を比較的に重視して い る

と い っ て い い 大学 ･ 学部 で あ っ て ､ す べ て の 例が 2 以

上 の外国語の 履修を義務づ け て い る｡ ( 注)

既修 ･ 初修 の外国語をそれぞれ 8 単位 ､ 合計16 単位

(16 ( 8 - 8 ) と表記､ 以下 こ の 例に倣う) を卒業要

件とする例を は じめ ､ 1 4 ( 8 - 6 ) ､ 1 2 ( 6 - 6 ) な

ど の例は文科系 ･ 医学系の学部を中心 に し て なお相当

数の大学 ･ 学部に認められ る ｡ さ らに既修外国語 ( 普

通は英語と考えて い い の だろうが) の履修に特に重点

をおい て ､ 16 (1 0 - 6 ) ､ 1 4 ( 10 - 4 ) ､ 1 2 ( 8 - 4 )

な ど とする例が見られる
一

方 ､ 1 4 ( 6 - 8 ) ､ 1 2 ( 4

- 8 ) の ように大学に入り新 しい 外国語を学ぶ と い う

ことに積極的な意味を見い 出そうとする姿勢を示す大

学 ､ 学部もまた少なくない ｡

( 注) 鹿児島大学歯学部のみ 英語 8 単位と ､ 英語を含

む全外国語中か ら8 単位の計16 単位 で ある ｡

16 ( 8 - 8 ) : 東北大 ( 文 ､ 法 ､ 経 ､ 教) ､ 信州大

( 医) ､ 名古屋大 ( 文 ､ 教) ､ 滋賀大

( 経) ､ 京都大 ( 総合人間､ 文､ 教 ､
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法 ､ 経 ､ 理 ､ 医､ 薬 ､ 農) ､ 奈良女

子大 ( 文) ､ 広島大 ( 医) など2 1 例

( 8 大学)

16 ( 10 - 6 ) : 横浜国大 (経営)

16 ( 4 - 4 ､ 他 に 8 ( 荏)) : 横浜国大 (経)

( 注) 既修 ･ 初修外国語各4 単位の ほかに ､ どち

らか を8 単位の意味｡ 以下 これに倣う｡

16 ( 2 外国語) : 名古屋大 ( 法､ 経)

15 ( 10 . 5 - 4 . 5) : 筑波大 ( 日本語 ･ 文化学額)

14 ( 8 - 6 ) : 東北大 (歯) ､ 名古屋大 ( 医､ 農) ､

14 ( 1 0 - 4 )

1 4 ( 6 - 8 )

鳥取大 ( 医) ､ 九州大 (文 ､ 法､ 教 ､

経) など10 例 ( 5 大学)

: 山 口 大 ( 医)

: 東衷大 ( 文 一

､ 二 ､ 三 頬) ､ 名古屋

大 ( 情報文化の
一

部) ､ 三 重大 ( 人

文の
一

部) ､ 琉球大 (医)

13 ( 6 - 4 ､ 他に 3 ) : 九州大 ( 工)

12 ( 6 - 6 ) : 東北大 ( 工 ､ 農) ､ 東京大 ( 哩 -

､

二 ､ 三 類) ､ 名古屋大 ( 工) ､ 広島大

(総合科学) ､ 長崎大 (経 ､ 医) ､ 熊

本大 (法)

12 ( 8 - 4 ) : 東北大 ( 秦) ､ 岐阜大 ( 医) ､ 京都大

( 工 の 大部分) ､ 鳥取大 ( 教 ､ 工 ､

農) ､ 香川大 ( 法､ 経そ の 他) ､ 長崎

大 (歯､ 工) ､ 熊本大 ( 医) ､ 琉球大

( 法 ､ 文 ､ 理 ､ 工 ､ 農) など3 1 例

(15 大学)

12 ( 6 - 4 ､ 他 に 2 ) : 千葉大 ( 園芸)

1 2 ( 4 - 4 ､ 他 に 4 ) : 福島大 ( 行政社会､ 経) な

ど 4 例 ( 2 大学)

12 ( 4 - 8 ) : 岩手大 ( 工) ､ 熊本大 ( 文) ､ 新潟大

(人文) な ど 4 例 ( 4 大学)

12 ( 内容上 の 制約なし) : 大分大 (教 の 一

部)

合計単位数で は ､ 初修外国語の履修は 2 単位程度にな

り ､ ま っ たく形骸化する恐れが あるかも しれない ｡

l l ( 6 - 5 ) : 神戸大 (全10学部 ､ ただし夜間主 コ ー

ス を 除く)

ll ( 7 - 4 ) : 九州大 ( 農) など 2 例 ( 2 大学)

ll ( 6 - 4 ､ 他 に 1) : 九州大 ( 理 ､ 薬)

10 . 5 ( 6 - 4 . 5) : 筑波大 ( 医学専門学群)

10 ( 6 - 4 )

1 0 ( 7 - 3 )

10 ( 8 - 2 )

: 東北大 ( 医､ 理) ､ 秋 田大 (医) ､ 宇

都宮大 ( 国際 ､ 教 ､ 工 ､ 農) ､ 千葉

大 ( 教 ､ 法経 ､ 理 そ の 他) ､ 三 重大

( 医､ 工 ､ 生物資源そ の 他) ､ 大阪

大 ( 人間科学 ､ 文) ､ 広島大 (経 ､

教 ､ 学校教育､ 工 そ の 他) ､ 九州大

( 医､ 歯) ､ 佐賀大 (経 ､ 農そ の他)

な ど4 2 例 (18 大学)

: 長崎大 ( 水産)

: 山梨大 ( 教､ 工) ､ 山 口大 (工) ､ 熊

本大 ( 工)

10 ( 6 - 2 ､ 他 2 )

10 ( 4 - 2 ､ 他 4 )

10 ( 2 - 2 ､ 他 6 )

10 ( 4 - 4 ､ 他 2 )

: 韓本大 ( 莱)

: 韓本大 ( 理)

: 熊本大 ( 教)

: 福島大 ( 教) ､ 横浜国大 ( 工) ､

大阪大 ( 人間秤学 ､ 文)

10 ( 4 - 6 ) : 岩手大 ( 人文社会) ､ 岡山大 ( 法 ､

二 法､ 理) など 6 例 ( 4 大学)

10 ( 内容上 の制約な し) : 大分大 ( 工)

10 ( 内容不 明)

9

9

9

8

(4 . 5 - 4 . 5)

( 5 - 4 )

( 6 - 3 )

( 4 - 4 )

: 山 口大 (人文)

: 筑波大 ( 人文 ･ 社会学顕そ の他)

: 岡山大 (医)

: 広島大 (生物生産)

: 北海道大 (文) ､ 山形大 (人文 ､ 教､

(2) 単位数の合計が 8 以上1 1 以下の大学 ･ 学部

各大学の 回答が も っ とも多く集中して い る の が こ の

ll - 8 単位 の 領域 で ある ｡ 特 に10 ( 6 - 4 ) ､ 8 ( 4

- 4 ) と い う大学 ･ 学部 の 多 い こ とが 目に つ く｡ ほ と

ん どが 2 外国語の履修を義務づ け て い るが ､ 既修外国

語の 履修基準を引き上 げようとすれば､ こ の あた り の
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理 ､ 農 ､ 医) ､ 群馬大 ( 教 ､ 社会情

報 ､ 医) ､ 富山大 (人文､ 教､ 経 ､

理 ､ 工) ､ 金沢大 (文 ､ 法､ 経 ､ 教､

理 ､ 薬 ､ 工 ､ 医) ､ 静岡大 ( 全 5 学

部) ､ 大阪大 (法､ 経) ､ 岡山大 (教､

経 ､ 工 ､ 農) ､ 新潟大 ( 教､ 経 ､ 理 ､

医､ 工 ､ 農) など5 4 例 (1 8 大学)

8 ( 6 - 2 ) : 茨城大 ( 農) ､ 福井大 ( 工) ､ 岡山大



( 環境工) など4 例 ( 4 大学)

8 ( 8 - 0 ) : 奈良女子大 ( 理) ､ 鹿児島大 ( 水産

そ の 他) ､ など11 例 ( 7 大学)

8 ( 2 - 6 ) : 弘前大 ( 医)

8 ( 0 - 8 ) : 茨城大 (人文の 人文学科)

8 ( 8 - 0 また は 4 - 4 ) : 滋賀大 ( 教)

8 ( 8 - 0 また は 6 - 2 ) : 長崎大 (教)

8 ( 2 外国語) : 埼玉大 (教養 ､ 教､ 経 ､ 工)

8 ( 内容上 の 制約 な し) : 弘前大 ( 農) ､ 三 重大

(教) ､ 高知大 ( 理)

8 ( 内容不 明) : 山 口 大 (教 ､ 経)

(3) 単位数の合計が 8 未満の大学 ･ 学部

｢ 大学改革+ の 結果 ､ 外国語の履修基準を大幅に引

き下げた大学 ･ 学部と考えられ るが ､ そ の数は必 ず し

も多くは な い ｡ ど ちらか と言えば理 工系､ 教育系な ど

の学部が中心 で ､ なお 2 外国語の履修を義務づ けて い

る例もあるが ､ 1 外国語 ( 事実上英語 であ ろう) だけ

と割り切 っ て い る例も多い ｡ 千葉大医学部が未修外国

語のみ 6 単位を義務づけて い る の は､ 特異な例とい う

べ き で あろう｡

と こ ろ で卒業要件 と して 求められる単位が 4 と か 6

で ある ような場合 ､ 学生に対 し て はガイ ダ ン ス 等に よ

り､ も っ と多く の外国語を履修させ て い ると い うケ ー

ス もある の で はなかろうか ｡ さらに教養科目と専門科

目の 間の境界が暖昧にな り つ つ ある現状からして ､ 例

えば文献講読とい うような名目で ､ 教養科目として の

外国語の ｢ 不足+ を専門科目の単位 で補 っ て い る例も

多分存在する であろう ｡ 今回 の ア ソ ケ - ト調査はあく

ま でも教養科目と して の 外国語の基準単位数で あ る こ

とを確認 して おきた い ｡

7 .5 (4 . 5 - 3 )

7 ( 4 - 3 )

7 ( 3 - 4 )

6 ( 3 - 3 )

: 筑波大 ( 人間学煩な ど)

: 北海道大 (医)

: 北海道大 (教､ 法 ､ 経)

: 北海道大 ( 歯､ 獣医､ 水産な ど) ､

大阪大 (医､ 歯 ､ 薬 ､ 理 ､ 基礎工 ､

工)

6 ( 4 - 2 ) : 群馬大 ( 工) ､ 福井大 ( 教) ､ な ど4

例 ( 4 大学)

6 ( 6 - 0 ) : 秋 田大 ( 鉱山そ の 他) ､ 筑波大 ( 生

物学額) ､ 神戸大 ( 夜間主 コ ー ス)

など6 例 ( 4 大学)

6 ( 2 - 4 ) : 薪潟大 ( 法)

6 ( 0 - 6 ) : 千葉大 ( 医)

6 ( 内容上制約なし) : 茨城大 (人文の社会科学科 ､

教 ､ 工 ､ 理 の
一

部)

5 ( 3 - 2 ) : 北海道大 ( 薬､ 農そ の 他) など4 例

( 2 大学)

4 . 5 (4 . 5 - 0 ) : 筑波大 ( 自然学額そ の 他) など4

4 ( 2 - 2 )

4 ( 4 - 0 )

例 ( 1 大学)

: 北海道大 (理)

: 弘前大 ( 教 ､ 理 そ の 他) ､ 富山大

(経 の 夜間主 コ ー ス) ､ 山 形大 ( 工 ､

医 の看護学科) な ど 7 例 ( 4 大学)

4 ( 2 - 2 また は 4 - 0 ) : 薪潟大 (歯)

以上 ､ 多く の 国立 大学から寄せ られた 回答を ､ 卒業

要件と して の 外国語の 合計単位数だけでまとめて み る

と､ 次 の ようになる｡

16 -

1 2 単位 の 学部 (筑波大は学額) 30 . 6 %

1 1 - 8 単位 の 学部 53 . 4 %

そ れ以下の 学部 16 . 0 %

一

つ の 学部 の 中 で学科 ･ 課程 で基準単位が異なる場

合は ､ それぞれを学部の数に算入 して い る し､ ま た回

答を い ただ い ても､ 実情がは っ きりわからない ため に､

統計から除外したケ ー ス もある の で ､ 上記 の 数字はあ

くまで 目安と して の概数で ある ｡

各大学からの 回答が多様で ある こ とは ､ 以上 の とお

り で ある ｡ そもそ も大学改革の 大きな目標の
一 つ が大

学の 多様化という こと であれば､ あ る い は これが 当然

で ある の かも知れない ｡ しか し､
一

つ の 大学 の 学部の

間で ､ さらに は
一 つ の 学部 の学科の 間で ､ 外国語履修

とい う ことに つ い て の 基本的な考え方が異な っ て い る

と思わざるをえない 事例が少なくない の は ､ や は り改

革が現在進行中で あると い う こと であろう｡ 改革が さ

らに進めば､ もう少 しす っ きりと した形に収赦して い

く の で はな い だ ろうか ｡
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設問5 . 外国語科目の開設状況

大学設置基準の改訂によ っ て各大学は新しい カリキ ュ

ラ ム に よる外国語教育を実施 し､ 外国語教育は質
･ 量

とも大きな転換期を迎え て い る ｡ こ こ で は ､ 各大学に

おける外国語教育の 開設状況を ､ 教科別開設大学数 ､

科唱 名 ､ 1 校当たり の 外国語数 ､ 必修 ･ 選択 の 別 ､ 対

象学部 ･ 学年 ､ 科 目数か らデ ー タ の分析を行い ､ 若干

の コ メ ソ トを付け加えた い ｡

(1) 教科別開設大学数

英語 : 46 校

ドイ ツ 語 : 46 校

フ ラ ソ ス 語 : 46 校

中国語 : 46 校

ロ シ ア語 : 35 校

朝鮮語 : 19 校

ス ペ イ ン語 : 15 校

日本語 : 1 1 校

ラ テ ソ 語 : l o 枚

ギリ シ ア語 : 7 校

イタ リ ア語 : 4 校

ポ ル トガ ル 語 : 3 校

イ ン ドネ シ ア語 : 3 校

ポ ー

ラ ン ド語 : 2 校

ペ ル シ ア 語 : 2 校

タ イ語 : 2 校

- ソ ガ 1) 一

語､ ア イ ヌ 語､ ア ラ ビ ア語 ､ ヒ ソ デ ィ

語､ ト ル コ 語､ セ ル ビ ア
･ ク ロ ア チ ア語 ､ べ ト ナ

ム 語､ 広東語､ サ ン ス ク リ ッ ト語､ モ ソ ゴ ル 語､

ヘ ブ ライ 語 (各 l 棟)

全体的に見ると､ 英語 ､ ドイ ツ語 ､ フ ラ ソ ス 語､ 中

国語は ア ン ケ
ー ト対象校全て で 開設されて い る ｡ 英語

に つ い て は ､ それが ｢ 国際語+ の ゆえ に全大学で 開設

され て い る こ とは理解で きるが ､ ドイ ツ 語 ､ フ ラ ン ス

語も英語同様全大学で 開設されて い る こ とは注目す べ

き点で ある｡ こ れは明治以来の ｢ ヨ
ー

ロ ッ
パ 文化吸収+

の 手段 と して ドイ ツ 語 , フ ラ ン ス 語が教えられ て きた

結果であ ろう ｡ た だ ､ 大学 で の外国語履修基準が大幅

に緩和されてきて い る現状を考えた場合､ ドイ ツ語､

フ ラ ソ ス 語 の各大学で の 今後の 取り扱い は微妙とな っ

てくる で あろう｡ 中国語も同じく全大学で開設されて

い るが ､ こ れは中国と日本と の関係や中国の 国際的地

位を考えれば容易に理解で きる｡ 同 じ日本の隣国語で

ある ロ シ ア語が3 5 校 (7 6 % ) で あ る の に対 し､ 朝鮮語

が19 校 (4 1 % ) と ､ 全体 の 半分にも達して い ない 現状

は改善を要するで あろう｡ ス ペ イ ソ語 の1 5校 (3 2 . 6 % )

と い う数字は予想以上 に大きい ｡ ラ テ ソ 語 ( lo 枚) ､

ギ リ シ ア語 ( 7 校) は ､ ア ン ケ ー

トに は出て い な い が ､

おそらく他の 大学で も学部で開設されて い るだろう｡

日本語が11 校 ( 約24 % ) と多 い の は ､ 日本 へ の 留学生

の増加を示 しており ､ 日本語教育急増は日本社会の 国

際化を如実に物語 っ て い ると言える ｡ 日本語に関 して

は ､ 外国語に含め て い る大学と新潟大学の ように含め

て い な い 大学が あり ､ ア ン ケ
ー トで 見る以上に数字は

多い で あろう｡

(2) 科目名

上位 6 外国語に つ い て ､ 更 に詳細な科目名を列挙す

る と次の とおり で ある ｡

[ 英語]

英語Ⅰ - Ⅳ ､ 英語 I a - I b ､ 英 語ⅠI a - ⅠI b ､ 英語

基礎英語再履修 ､ 英語初歩､ 英語初級 ･ 中級 ･ 上級 ､

英語会話､ 英作文､ 初級
-

中級オ
ー

ラ ル
･
コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ ソ ､ 上 級 - 中級 リ
ー デ ィ ソ グ､ リ ー デ ソ グ､ I) ス

ニ ソ グ､ ラ イ テ ィ ソ グ､ ス ピ ー キ ン グ､ 総合英語 ､ 応

用英語､ 英語文化経済英語､ 専門基礎英語､ 科学英語､

英語文化､ C A L L 英語 ､ T V 英語 ､ 英語外国人演習

I - II e t c .

[ ドイ ツ 語]

ドイ ツ語Ⅰ - ⅠⅠⅠ､ ドイ ツ 語 I a - I b ､ ドイ ツ 語 A ･

B ､ ドイ ツ語初級 - 中級 ､ ドイ ツ語初歩､ ドイ ツ語入

門､ ドイ ツ語基礎 ､ ドイ ツ語発展､ ドイ ツ語応用 ､ ド

イ ツ 語実習､ ドイ ツ 語演習 ､ 初級 ドイ ツ語 ､ 中級 ドイ

ツ 語 ､ 集中 ドイ ツ 語､ ドイ ツ 語 フ ォ
ー

ラ ム ､ ドイ ツ の

こ とばと風物､ ドイ ツ 語文化 ､ 会話 ドイ ツ 語特浜独文

法､ 教養ドイ ツ語､ 基礎 ドイ ツ語講読､ 特別 ドイ ツ語､

ドイ ツ語基礎文法演習､ ドイ ツ 語基礎表現演習､
■

ドイ

ツ 語応用表現演習 ､ ドイ ツ 語応用会話演習､ 独語Ⅰ
-

- 8 7 -



Ⅳ独文法 e t c .

[ フ ラ ン ス 語]

フ ラ ン ス 語Ⅰ - ⅠⅠⅠ､ フ ラ ン ス 語I a
- I b ､ フ ラ ン ス

語初歩 ､ フ ラ ソ ス 語初級総合､ フ ラ ン ス 語初級機能別 ･

表現 ､ フ ラ ン ス 語初級機能別
･

演習 ､ フ ラ ソ ス 語初級

機能別 ･ 聴解 ､ フ ラ ソ ス 語初級
･

中級 ･ 上級､ フ ラ ン

ス 語発展､ フ ラ ン ス 語入 門基礎､ フ ラ ン ス 語入 門 ･ 応

用 フ ラ ソ ス 語文法､ フ ラ ン ス 語演習､ フ ラ ソ ス 語講読 ､

フ ラ ン ス 語会話 ､ フ ラ ン ス 語実習､ 教養 フ ラ ン ス 語 ､

基礎 フ ラ ソ ス 語講読 ､ 応用 フ ラ ン ス 語演習､ フ ラ ン ス

語講読演習､ フ ラ ン ス 語特演 ､ 集中 フ ラ ソ ス 語､ フ ラ

ン ス 語基礎文法演習 ､ フ ラ ン ス 語基礎表現演習､ フ ラ

ン ス 語応用表現演習 ､ 仏語Ⅰ - Ⅳ ､ 仏文法 ､ フ ラ ン ス

の ことばと風物 et c .

[ 中国語]

中国語Ⅰ - lII ､ 中国語 I a - I c ､ 中国語初歩 ､ 中国

語初級 A - D ､ 中国語入 門基礎 ､ 中国語入門Ⅰ - ⅠⅠ､

中国語応用Ⅰ - ⅠⅠ､ 中国語中級 ､ 中国語文化､ 中国語

第 一
- 二 ､ 中国語入門A - B ､ 中国語基礎A -

B ( o r

I - ⅠⅠ) ､ 中国語発展Ⅰ - ⅠⅠ､ 中国語演習 ( 初 ･

中 ･

上) ､ 中国語講読 ､ 中国語会話 ､ 中国語初級会話 ､ 中

国語初級読本､ 中国語初級総合 ､ 中国語実習Ⅰ - ⅠⅠ､

基礎中国語講読､ 応用中国語演習､ 中国語講読演習 ､

中国語特演 ､ 中国の こ とばと文化､ 初級 - 中級中国語､

集中中国語 ､ 中国語 オ
ー

ラ ル コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ ソ

et c .

[ ロ シ ア語]

ロ シ ア語A - B ､ ロ シ ア 語Ⅰ - Ⅳ ､ ロ シ ア語入 門Ⅰ -

ⅠⅠ ( o r A - B ) ､ ロ シ ア 語 1 a - 1 b ､ ロ シ ア 語 2 a

- 2 b ､ ロ シ ア 語基礎 A - B ､ ロ シ ア 語初歩､ ロ シ ア

語 Ⅰ文法 ､ ロ シ ア語演習 ( 初 ･ 中 ･ 上) ､ ロ シ ア語講

読 ロ シ ア語会話Ⅰ - ⅠⅠ､ 教養 ロ シ ア語､ 時事 ロ シ ア語 ､

表現 ロ シ ア語 ､ 初級 ロ シ ア語 ､ 中級 ロ シ ア語､ 集中 ロ

シ ア語 ､ 露語Ⅰ - ⅠI e t c .

[ 朝鮮語]

- ソ グ ル 語A
- B ､ 朝鮮語Ⅰ - ⅠⅠ､ 朝鮮語入門基礎 ､

朝鮮語入門Ⅰ - ⅠⅠ､ 朝鮮語応用Ⅰ - ⅠⅠ､ 朝鮮語I A -

I B ､ 朝 鮮語A
- B ､ 朝鮮語文法 ､ 朝鮮夢講読 ､ 朝鮮

語 フ ォ ー

ラ ム ､ 教養朝鮮語､ 朝鮮語会話 ､ 基礎朝鮮語

Ⅰ ､ 初級朝鮮語､ 中級朝鮮語 ､ 朝鮮
･ 韓国語初歩､ 朝

鮮 ･

韓国語演習 ( 初 ･

中
･ 上) ､ 韓国 ･ 朝鮮語Ⅰ - ⅠⅠI

e t c .

上 位 6 言語の 科目名から言える ことは､ 多種多様な

メ ニ ュ
ー

が 出されて い るとい う ことである｡ 大綱化以

前は ､ 日本 の 大学 で の外国語教育は明治以来1 00 年 の

伝統に基づ い た文献講読的な外書講読が専らで あ っ た｡

しか し､ 近年 の 急速な日本社会の 国際化に伴い ､ 外書

講読に よる教養主義的な外国語教育は社会が求める外

国語教育とは
一

致 しなくな っ てきた ｡ 受信的よりも発

信的な ､ より コ ミ ュ ニ カ テ ィ ヴな外国語教育が学内外

か ら求められるように な っ た｡ な にも外国語教育は コ

ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ソ だ けが全て で は な い こ とは自明 で あ

る｡ 教養主義的な外国語教育も決 して無視で きない外

国語教育で ある こ とは言うまで もない ｡ しか し､ 大学

と社会とい うこ とを考えた場合 ､ 大学も安泰然と して

大学の壁の 中に閉じ こも っ て ばかりは で は い られない ｡

最近 の コ ミ ュ ニ ケ - シ ョ ソ 重視 の 大学英語教育は 日本

の 外国語教育の 極め て 自然な流れの 変化で ある ｡

科 目名 で注目す べ きは京都大学や熊本大学が開設 し

て い る ｢ 経済英語+ ｢ 科学英語+ ｢ 医学英語+ で ある ｡

こ れは E S P ( E n g li s h f o r S p e cific P u r p o s e) と呼

ばれるもの で あり ､ 英語教員で は不 可能な専門的知識

を専門教員が教える こ とは ､ 専門知識の 習得に英語を

用い る点で これまで の 英語教育には見られない 効果が

あるで あろう｡ そ の 意味で ､ 京都大学や熊本大学が開

設 して い る E S P は 注目に値する科目で あり ､ 今後増

大するで あろう｡ 新潟大学で も平成 8 年度から試行が

あり､ 外国語教育も全学出動の 時代がくる ことが予想

される｡

(3) 1 校当たりの外国語数

4 言語 : 群馬 ､ 山梨 ､ 奈良女､ 岡山､ 愛媛､ 山 口 ､ 長

崎 ､ 大分 ( 8 校)

5 言語 : 北海道 ､ 山形 ､ 埼 玉 ､ 岐阜 ､ 神戸､ 和歌山 ､

鳥取 ､ 島根､ 香川 ( 9 校)

6 言語 : 岩手 ､ 東北､ 秋 田 ､ 福島､ 茨城 ､ 静岡､ 福井

滋賀 ､ 佐賀 ( 9 校)

7 言語 : 弘前 ､ 信州､ 富 山 ､ 筑波､ 宇都宮 , 京都 ､ 高

知､ 九州､ 熊本､ 鹿児島､ 琉球､ 新潟 (1 2 校)
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8 言語 : 横浜国大 ( 1 校)

9 言語 : 金沢､ 広島 ( 2 校)

10 言語 : 三重 ( 1 校)

12 言語 : 大阪 ( 1 校)

14 言語 : 千葉 ( 1 校)

15 言語 : 名古屋 ( 1 校)

19 言語 : 東京 ( 1 校)

英語 ､ ドイ ツ語 ､ フ ラ ソ ス 語 ､ 中国語の 4 言語プ ラ ス

他 の 言語が各大学 で開設 して い る外国語 である｡ 4
-

7 言語が全体の8 0 % を占め て おり､ 科 目数が多い の は

おおむね大規模校 で ある｡ ただ､ 三重大学の ようにそ

れほ ど大きくな い 大学が10 言語も開設 して い る の は驚

きで ある｡ 日本の 大学で は総じ て英語 ､ ドイ ツ語 ､ フ

ラ ソ ス 語､ 中国語､ ロ シ ア 語､ 朝鮮語が中心 とな っ て

外国語教育が行われて い ると考えて い い だろう ｡

(4) 必修 ･

選択の別

英語に つ い て は ､ 全学必修は10 大学 ( 福島､ 宇都宮､

群馬､ 静 岡 ､ 大阪, 神戸､ 岡山 ､ 島根､ 長崎､ 韓本)

だけ で あり ､ そ の他は選択必修で あ る｡ そ の 理 由と し

て は､ どの 言語が学生にと っ て 最も望ま しい か は学生

自身に任せ て い るからで あろう し､ ま た ､ 担当教員の

絶対的 不足 も考え られ よう｡ 初修外国語に つ い て は ､

す べ て選択必修もしくは選択で ある｡

(5) 対象学部

既修
･

初修とも全大学とも全学部対象で ､ 外国語学

習が免除されて い る学部はな い ｡

( 6) 対象学年

対象学年で
一

番多 い の は ､ 1 ､ 2 年次 で8 0 % を超え

る ｡ 1 年次だけが 4 校｡ 1 - 3 年 次が 3 校 ､ 1
-

4 年

次が 2 校 で ある｡ 新潟大学は 1
-

2 年次対象で ､ 全国

の デ ー

タ に沿 っ て い る ｡ 1 年次だけ の 外国語教育は問

題を学ん で い ると い えるが ､ 学部に よ っ て は独自に外

国語教育を行 っ て い る学部もあろう｡

(7) 科目数

主要 6 言語に つ い て の 各大学の 統計は以下の とおり

で ある ｡ 科 目数に つ い て は ､ 半期制､ 通年制､ 半期 ･

通年混合制により比較が 困難なの で ､ 大学名の次に半

期制は ( 辛) ､ 通年制は ( 過) ､ 半期通年混合制 ( 半 ･

過) と記すこ とにする｡

北海道 ( 辛) : 英語13 8 ､ 独5 1 ､ 仏18 ､ ロ シ ア 語11 ､

中国語17

弘前 ( 過) : 英語18 3 ､ 独4 8 ､ 仏3 2 ､ ロ シ ア 語 4 ､ 中

国語14 ､ 朝鮮語 4

岩手 ( 辛) : 英語1 12 ､ 独8 9 ､ 仏58 ､ ロ シ ア 語3 6 ､ 中

国語32

東北 ( 半 ･ 通) : 英語385 ､ 独14 1 ､ 仏56 ､ ロ シ ア語 8 ､

中国語 6 ､ 朝鮮語 5

秋田 (過) : 英語3 4 ､ 独20 ､ 仏 7 ､ ロ シ ア 語 7 ､ 中国

語 6

山形 ( 辛) : 英語197 ､ 独1 0 7 ､ 仏34 ､ ロ シ ア語2 3 ､ 中

国語3 2

福島 ( 過) : 英語9 1 ､ 独18 ､ 仏10 ､ 中国語 9 ､ ロ シ ア

語 4

茨城 (過) : 英語11 2 ､ 独5 8 ､ 仏14 ､ ロ シ ア 語 5 ､ 中

国語14

筑波 ( 過) : 英語18 5 ､ 独9 7 ､ 仏5 8 ､ ロ シ ア 語26 ､ 中

国語32 ､ 朝鮮語 7

宇都宮 ( 半 ･ 通) : 英語82 ､ 独5 1 ､ 仏10 ､ ロ シ ア 語4 ､

中国語 8 ､ 朝鮮語 4

群馬 (半) : 英語1 07 ､ 独7 4 ､ 仏18 ､ ロ シ ア語 4

埼玉 ( 半 ･ 通) : 英語14 8 ､ 独57 ､ 仏2 3 ､ ロ シ ア 語12 ､

中国語27

千葉 (過) : 英語2 45 ､ 独10 5 ､ 仏85 ､ ロ シ ア 語1 5 ､ 中

国語2 7 ､ 朝鮮語 5

東京 (辛) : 英語1 87 ､ 独14 9 ､ 仏1 13 ､ 中国語5 6 ､ ロ

シ ア 語18 ､ 朝鮮語 2

横浜 ( 半 ･ 通) : 英語3 55 ､ 独8 9 ､ 仏29 ､ ロ シ ア 語1 1 ､

中国語2 6 ､ 朝鮮語 4

山梨 ( 過) : 英語5 8 ､ 独2 4 ､ 仏15 ､ 中国語 2

信州 (半 ･ 通) : 英語25 8 ､ 独62 ､ 仏2 3 ､ 中国語2 2 ､

ロ シ ア語14 ､ 朝鮮語10

富山 ( 辛) : 英語1 55 ､ 独12 4 ､ 仏1 2 ､ ロ シ ア 語1 2 ､ 中

国語4 8 ､ 朝鮮語 8

金沢 ( 辛) : 英語2 8 5 ､ 独14 3 ､ 仏4 1 ､ ロ シ ア 語1 3 ､ 中
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国語90 ､ 朝鮮語15

福井 ( 辛) : 英語1 24 ､ 独3 8 ､ 仏10 ､ ロ シ ア 語 6 ､ 中

国語3 2

岐阜 ( 辛) : 英語182 ､ 独10 5 ､ 仏40 ､ 中国語32 ､ ロ シ

ア語 4

静岡 ( 半 ･ 通) : 英語19 6 ､ 独7 5 ､ 仏40 ､ 中国語29 ､

ロ シ ア語1 1

名古屋 ( 辛) : 英語2 76 ､ 独15 ､ 仏6 5 ､ 中国語4 0 ､ ロ

シ ア語16 ､ 朝鮮語16

三重 ( 半 ･ 通) : 英語2 62 ､ 独110 ､ 仏28 ､ 中国語23 ､

ロ シ ア 語 2 ､ 朝鮮語 2

滋賀 ( 過) : 英語41 ､ 独1 6 ､ 仏 8 ､ 中国語 4 ､ ロ シ ア

語 2

京都 ( 過) : 英語2 3 9 ､ 独17 5 ､ 仏46 ､ 中国語37 ､ ロ シ

ア語13

大阪 ( 過) : 英語2 08 ､ 独78 ､ 仏7 8 ､ ロ シ ア語7 8 ､ 中

国語5 4 ､ 朝鮮語 8

神戸 (辛) : 英語3 18 ､ 独13 6 ､ 仏6 8 ､ 中国語5 2 ､ ロ シ

ア語1 2

奈良女 ( 半 ･

通) : 英語39 ､ 独4 6 ､ 仏19 ､ 中国語10

和歌山 ( 半 ･ 通) : 英語56 ､ 独14 ､ 仏12 ､ 中国語1 4

鳥取 ( 辛) : 英語1 14 ､ 独74 ､ 仏3 2 ､ 中国語26 ､ 朝鮮

語1 2

島根 ( 半 ･ 通) : 英語7 6 ､ 独7 3 ､ 仏3 3 ､ 中国語2 4 ､ 朝

岡山 ( 辛)

広島 ( 辛)

山 口 (半)

香川 ( 半)

愛媛 (辛)

高知 ( 過)

九州 ( 辛)

鮮語10

: 英語2 12 ､ 独11 6 ､ 仏52 ､ 中国語4 0

: 英語3 84 ､ 独147 ､ 仏4 0 ､ 中国語76 ､ ロ シ

ア語18 ､ 朝鮮語 2

: 英語18 0 ､ 独9 4 ､ 仏18 ､ 中国語56

: 英語17 6 ､ 独3 3 ､ 仏16 ､ 中国語2 8 ､ ロ シ

ア語 6

: 英語24 4 ､ 独7 6 ､ 仏20 ､ 中国語28

: 英語89 ､ 独3 2 ､ 仏 9 ､ 中国語15

: 英語42 6 ､ 独23 5 ､ 仏5 7 ､ 中国語8 4 ､ ロ シ

ア 語20 ､ 朝鮮語30

佐賀 (半 ･ 通) : 英語2 15 ､ 独45 ､ 仏2 0 ､ 中国語19 ､

朝鮮語 2

長崎 ( 半) : 英語19 7 ､ 独94 ､ 仏3 5 ､ 中国語1 8

熊本 (半 ･ 通) : 英語3 14 ､ 独67 ､ 仏35 ､ 中国語3 0 ､

ロ シ ア語 4

大分 ( 辛) : 英語18 2 ､ 独40 ､ 仏2 4 ､ 中国語16

鹿児島 ( 辛) : 英語2 6 8 ､ 独7 8 ､ 仏2 2 ､ 中国語19 ､ ロ

シ ア 語 2

琉球 ( 辛) : 英語1 18 ､ 独19 ､ 仏1 4 ､ ロ シ ア 語 1 ､ 中

国語1 1 ､ 朝鮮語 1

新潟 (半 ･ 通) : 英語173 ､ 独4 8 ､ 仏17 ､ ロ シ ア 語10 ､

中国語17 ､ 朝鮮語 3

開講科目数は大学の規模 ､ ど の ような学期制を採用

して い るか によ っ て差がある の で ､ 単純に は比較 でき

な い が ､ 英語に関し て は概 して ､ 大規模校で20 0 以上 ､

中規模校が10 0 -

2 0 0 ､ 小規模校が10 0 以下と言え る｡ 小

規模校で も科目数が多い の は全学必修か学部必修が多

い か らで あろう ｡ 通年制で 見ると ､ 京都大学 の2 39 ､

新潟大学の 17 3 ､ 福島大学 の9 1 が 一

応 の 目安となるで

あ ろう｡ 弘前大学の 18 3 ､ 筑 波大学の 185 ､ 横浜国立大

学 の2 45 と い う数字は ､ 英語 の履修条件の 差に よる の

で あ ろう｡ 大規模校の 東京大学が ､ 開設外国語数は19

言語と最も多い が ､ 英語に関 し て は18 7 ( 半期 の み ｡

通年 で は単純計算で こ の 2 倍 の3 7 4) と東北大学 ､ 広

島大学と大差がない の は注目に値する｡ こ れは東京大

学が基礎科目と して 6 言語か ら 2 科目選択必修とし､

ま た ､ 総合科目と し て英語を選択 と した ため に､ 外国

語選択の 学生が英語以外に流れた結果であろう｡ なお､

新潟大学より小規模と思われる大学が ､ 新潟大学より

も科目数が多い の はそ れらの 大学で は外国語履修の基

準が厳 しいか ら で あろう｡ 全体と して は ､ 開講科目数

か ら各大学の外国語教育に対する姿勢の
一

端 が窺われ

ると言え るだろう｡

既修､ 初修に つ い て の統計は以上 の とおりで あるが ､

半期制 ､ 通年制 ､ 半期 ･ 通年混合制に より､ 計算が異

なる こ とも忘れて ならな い ｡ ( 設問 2 の 開講状況を参

照された い ｡) 又 ､ 中国語の 開講数が多い と い う こ と

も特筆す べ き で あろう｡

設問 6 . 担当教員数につ いて

設問 6 は ､ 回答 の あ っ た4 6 大学 の 専任と非常勤の割

合を調 べ るため の設問で あ る｡ こ の 設問の 本来の 目的

は外国語の ､ 出来れば教科 ごと の ､ 全授業数に占め る
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専任と非常勤の担当時数比を知るこ と､ すなわち, ど

れだけの授業を非常勤に頼 っ て い るかを知る ことで あ っ

たが ､ こ の 担当時数比をすで に算出して ある大学はよ

い が ､ 算出 して い な い 大学で は こ の作業が大変だと思

い ､ 教科 ごと の担当 コ マ 数で はなく全体の 人数比の 調

査を行うことに した ｡ 人数比 の 調査で あ っ て も､ 各大

学の非常勤依存率は 明らかにな っ た と思われる｡

また こ の 設問で は ､ ネイ テ ィ ブ の担当者数も調 べ て

おり ､ ネ イ テ ィ ブ の 導入率も明らか に した い ｡

以下 の 表は各大学 の外国語における専任と非常勤 の

人数比とネイ テ ィ ブ の導入率 ( 内数) を示 した もの で

ある｡ 専任率の 高い (非常勤依存率の低い) 順に4 6 大

学を配列 した ｡

大 学 名 ‾専任(% ) 非常勤(% ) ネイティ ブ( %)

筑 波 7 0 . 5 2 9 . 5 2 9 . 5

弘 前 6 8 . 2 3 1 . 8 1 8 . 8

高 知 6 1 . 8 3 8 . 2 2 5 . 5

秋 田 58 . 8 4 1 . 2 1 4 . 7

滋 賀 5 7 . 5 4 2 . 5 1 0 . 0

山 形 5 7 . 4 4 2 . 6 1 4 . 7

広 島 5 6 . 7 4 3 . 3 1 6 . 3

島 根 5 1 . 7 4 8 . 3 2 0 . 0

鳥 取 5 1 . 3 4 8 . 7 2 0 . 5

福 島 5 0 . 0 5 0 . 0 不 明

和歌山 5 0 . 0 5 0 . 0 1 6 . 7

茨 城 4 9 . 4 5 0 . 6 1 9 . 0

岩 手 4 9 . 2 5 0 . 8 9 . 8

東 京 4 8 . 9 5 1 . 1 1 4 . 6

韓 本 4 8 . 5 5 1 . 5 1 6 . 5

名 古屋 4 7 . 8 5 2 . 2 1 9 . 3

新 潟 4 7 . 7 5 2 . 3 1 9 . 5

岐 阜 4 7 . 2 5 2 . 8 1 3 . 2

福 井 4 6 . 9 5 3 . 1 1 6 . 3

北海道 4 6 . 7 5 3 . 3 2 0 . 0

愛 媛 4 5 . 2 5 4 . 8 2 2 . 6

大 分 4 5 . 0 5 5 . 0 1 8 . 3

東 北 4 4 . 9 5 5 . 1 1 3 . 2

神 戸

静 岡

大 阪

九 州

金 沢

富 山

岡 山

山 梨

山 口

長 崎

信 州

鹿児島

千 葉

群 馬

琉 球

京 都

奈良女

宇都宮

横浜国

三 重

香 川

佐 賀

埼 玉

4 4 . 6

4 4 . 1

4 4 . 0

4 3 . 2

4 3 . 0

4 2 . 9

4 2 . 6

4 2 . 1

4 1 . 7

38 . 8

37 . 6

37 . 5

37 . 3

37 . 2

37 . 1

35 . 9

34 . 7

34 . 0

33 . 9

32 . 2

3 1 . 7

2 5 . 8

2 4 . 6

55 . 4

55 . 9

56 . 0

56 . 8

57 . 0

57 . 1

57 . 4

5 7 . 9

58 . 3

6 1 . 2

6 2 . 4

6 2 . 5

6 2 . 7

6 2 . 8

6 2 . 9

6 4 . 1

6 5 . 3

6 6 . 0

6 6 . 1

6 7 . 8

6 8 . 3

7 4 . 2

75 . 4

4

1 8

2 0

3 0

15

9

不

不

不

1 4

2 2

1 8

l l

l l

1 2

1 6

6

2 2

2 4

1 0

2 2

1 6

1 9

. 5

. 6

.1

. 3

. 7

. 9

明

明

明

. 9

. 4

. 8

. 0

. 7

. 4

. 6

. 1

. 0

. 3

. 0

. 2

. 1

. 5

他 の 科目 の担当者にと っ て は驚く べ き こ とと思われ

るで あろうが ､ 専任数が非常勤数を越え て い る の は ､

回答の あ っ た4 6 大学中わずか 9 校にすぎない ｡ 比率 の

高 い 順に挙げて い く と ､ 表の ように ､ 筑波7 0 . 5 ､ 弘前

6 8 . 2 ､ 高知6 1 . 8 ､ 秋 田5 8 . 8 ､ 滋賀5 7 . 5 ､ 山 形5 7 . 4 ､ 広

島5 6 . 8 ､ 島根5 1 . 7 ､ 鳥取5 1 . 3 となる ｡ 5 割 が福島と和

歌山 で ､ あとは軒並み 5 割以下で ､ 4 割以下の 大学を

低い順に列挙すると､ 埼玉2 4 . 6 ､ 佐賀2 5 . 8 ､ 香川3 1 . 7 ､

三 重3 2 . 2 ､ 横浜国3 3 . 9 ､ 宇都宮34 . 0 ､ 奈良女3 4 . 7 ､ 京

都35 . 9 ､ 琉球37 . 1 ､ 群馬37 . 2 ､ 千葉3 7 . 3 ､ 鹿児島3 7 .5 ､

信 州3 7 . 6 ､ 長崎38 . 8 と な る ｡ 新潟大学は47 . 7 で 4 割台

の残り2 1 校 に含まれ る｡

こ の ような全国的な外国語専任教員の 充足率め極端

な低さは大綱化以前の教養部時代からの 問題で あ っ た

が ､ 一

向に改善されな いまま今日に到 っ て い る姿が 明
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らかにな っ たと思われる ｡ 授業計画の 立案 ･ 実施に関

わる膨大な教務事務は専任教員に しか できない もの で

あるから､ そ の ため の要員と し ても充分な専任数を確

保する義務が各大学に ある ことを忘れて はならな い だ

ろう｡ 新潟大学の場合､ まだ専任率が中位であるとい っ

て 喜ん で い て はならない ｡ こ れ以上減らさない ､ で き

れば増やす方向で努力す べ き で ある ｡

他方 ､ 専任の 増が将来とも余り期待できない の で あ

れば､ 別 の視点に立 っ て ､ 日本人非常勤とネイテ ィ ブ

の 教員を今まで 以上 に有効活用する新た な授業内容を

考え て い か なく て はならな い だろう｡ 外国語の授業充

実の ため にはも っ とネイ テ ィ ブを含む非常勤を積極的

に導入すべきで ある｡ 調査結果は ､ こ の こと の可能性

が高い ことを示 して い る｡ ま た ､ こ の調査では各大学

の全外国語教員数に占め るネイ テ ィ ブ の 教員数も回答

して もら っ ており ､ 2 0 % 以上 の ネイ テ ィ ブが い る大学

は､ 九州3 0 . 3 ､ 筑波2 9 . 5 か ら北海道､ 島根2 0 . 0 ま で 12

大学を数え るが ､ 本学は19 . 5 で ま だ積極的な活用とは

い え な い状態にある｡ ま た本設問で は外国語教員 (専

任 ･ 非常勤) がど の部局に所属 して い るかも調査 した

が千差万別で 有効な分析結果は得られな いと判断 した

ため ､ そ の分析は割愛した ｡ しか し外国語担当教員の

身分及びそ の 所属の 複雑さは ､ か え っ て教員組織の 問

題を浮き彫りに して い るともい える｡

設問7 . 外国語教育の改善 ･ 改革等

本設問に対 して は ､ 回答 の あ っ た46 国立大学中 ｢ あ

る+ が3 8 校､ ｢ な し+ が 2 校 ､ ｢ 検討中+ が 6 校 で あ り､

大多数の 大学が なんらか のか たちで外国語教育の 改革

に着手 して い る ことがわか る｡ ま た ､ 検討中と した大

学の中にも､ 京都大学の ように ､ かなり具体的に改革

の ため の検討が進められて い ると こ ろもある｡

(り 英語について

ア ン ケ ー トを分析した結果､ 改善 ･ 改革 の進捗状況

の 程度には ､ か な り差があるもの の ､ そ の方向に関 し

て
一

定 の傾向を認め る ことが 出来る｡
一

般的な傾向と

して ､ 履修単位を弾力化 し､ 履修方法や カリキ ュ ラ ム

の 内容に多様性を持たせ る こ とにより ､ 学生 の選択 の

自由を拡大 し､ 主体的な学習が可能に なるような方向

で 改革が進められて い ると言える ｡

まず履修単位の 弾力化に関 して は ､ 必修単位数を削

減す るこ とに より選択科目数を増や し､ 学生 の 多様な

動機づ 捌 こ応えようと努力して い る ことが窺える ( 東

京大 ､ 福井大 ､ 京都大 ､ 三重大､ 滋賀大､ 佐賀大 ､ 大

分大et c .) ｡

履修 の 方法に関して は､ 通年の 科目を減ら し半年学

期科目を全体と して増やすこ とに より選択科 目数を増

や し､ 学生の 科唱 選択の 自由を広げようと し て い る大

学が少なくな い (北海道大､ 秋田大､ 和歌山大､ 熊本

大) ｡ ま た ､ ク ラ ス の 少人数化により ､ 外国語授業の

理想に近づける努力をして い る大学はか なり多い よう

に窺え る (岩手大､ 福島大 ､ 千葉大 ､ 東京大 ､ 宇都宮

大 ､ 信州大 ､ 富山大､ 福井大､ 名古屋大､ 岐阜大､ 岡

山大 ､ 広島大､ 香川大､ 長崎大et c .) ｡

カ リ キ ュ ラ ム の 内容の 多様化を外国語教育の 改善 ･

改革 の
一

つ に挙げて い る大学は大変多い (弘前大 ､ 秋

田大 ､ 岩手大､ 千葉大､ 東京大､ 宇都宮大､ 山梨大､

富山大 ､ 福井大､ 名古屋大 ､ 岐阜大､ 大阪大､ 京都大

(但 し検討中) ､ 広島大 ､ 鳥取大､ 香 川大 ､ 高知大 ､

長崎大､ 鹿児島大) ｡ し か し ､ そ の 多様化の 具体的な

中身に つ い て ､ ア ン ケ ー ト に詳細に答え て い た ケ ー ス

は限られて い た ｡
一

般的に ､ 3 つ の 教育内容の 分野を

区別する ことが出来る ｡

〔1〕 専門教育に 向けて の 英語

各学部の 専門教育における文献や論文を読むた

めに必要な基礎的な英語力の養成

〔2〕 コ ミ ュ ニ ケ - シ ョ ソ に向け て の英語

実践的な英語力の養成

〔3〕 教養と して の 英語

異文化､ 国際事情､ 文学 ､ 文法な どを通 じて 英

語力を養成

カリキ ュ ラ ム の 内容の 多様化 とは､ こ れら の各分野

をさらに細分化 して い っ たも の で ある｡ た と えば､ 〔1〕

におい て は ､ 科学技術関係の英語 ､ 人文 ･ 社会系の英

語､ 〔2〕にお い て は ､ ス ピ
ー キ ン グ能力を高める実用

英語､ 聞きと り能力を高め るため の 実用英語等の よう

に ､ 学習目的に応 じて 授業科目を多様なもの に して い

く こ と で ある ｡ 多様化の 意義とは ､ シ ラ バ ス の 中に学
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習目的を明示する ことに より ､ 学生がそれぞれの 動接

づ けに応 じて学習計画を立て ､ 学習効果を高める こ と

が で きるようにす る点にある ｡

改善 ･ 改革 のひと つ に多様化を挙げた大学は多数あ っ

た割には ､ 分野を特定 して 明確に 回答した大学は少な

か っ た ( 岩手大､ 東京大 ､ 山梨大､ 鳥取大､ 山梨大､

鳥取大は ｢ 目的別選択+ と呼ん で い る) ｡ さ らに ､ 授

業 の 難易度に応 じて ( グ レ
ー

ド制) カ リキ ュ ラ ム を多

様化 したと して い る大学の 例もある ( 大阪大) ｡

ネ イ テ ィ ブ の 導入 を改革の 一

つ に挙げた大学は大変

多い (北海道大､ 群馬大 ､ 埼玉大 ､ 富山大 ､ 九州大 ､

佐賀大 ､ 長崎大) ｡ そ の 中に は ､ 必修科目と して
一

学

年全員に課 して い る大学もあ っ た ( 群馬大) ｡ ま た ､

ネ イ テ ィ ブを外国人教師で なく専任 で採用する大学も

あれば ( 北海道大 ､ 九州大) ､ 非常勤だ け で 増員 した

大学もあ っ た (埼玉 大) ｡

以上 の ような改善 ･ 改革の ほかに ､ 統 一 プ ロ グラ ム

に よ っ て 1 年次学生全員に総合的な英語を必修させる

大学も少数なが らあ っ た ｡ 統
一 プ ロ グ ラ ム と は ､ 慎重

に選ん だ教材 (名古屋大) ある い は独自に開発した教

材 (東衷大) を用い て ､ 全 て の 外国語教官が ､ 同
一

の

教授法に よ っ て授業を行う ことを指す｡ 統
一 プ ロ グ ラ

ム の利点は ､ 学生の 学習達成度を客観的に評価で きる

点にある ｡ こ れ らの 実施は困難を伴うがそれ以上に メ

リ ッ トは大きい と考えられる ｡

さらに海外研修制度 ( 千葉大) ､ コ ン ピ ュ
ー

タ
ー

支

援言語学習シ ス テ ム ( 千葉大) ､ 英語検定試験 (千葉

大 ､ 和歌山大 ､ 香川大 ､ 高知大､ 琉球大) ､ 独自の 英

語検定試験 ( 筑波大) の 導入 を改善 ･ 改革 の
一

つ に挙

げて い る例もある｡

最後に ､ 本報告は ､ ア ン ケ
ー

ト の 回答 の 内容にばら

つ きが ある の で ､ 充分 で はな い こ とを認めなければな

らない ｡ しか し､
一

般 的に ､ 各大学は ､ そ れらの 外国

語教育の 理念実現の ために ､ 履修形態と履修内容の多

様化と自由化の方向に向けて ､ また ､ 学生 の多様な ニ
ー

ズ や社会の 要請に応えるかたちで ､ 改善 ･

改革を行 っ

て い る こ とを確認で きた ｡

(2) 初修外国語につ いて

大学に よ っ て第 二 外国語､ 未修外国語 ､ 初修外国語

などの呼び方をされて い る英語以外の 外国語に つ い て

も､ 各大学で 改革が進んで い る ｡ しか し全体と しては ､

英語にくら べ て ア ソ ケ
- ト に言及が少なく ､ また英語

の 場合の ように ､ 現代の 社会的要請を反映 した ド ラ ス

テ ィ ッ ク できめ細かな改革まで にはまだ至 っ て い な い

の が現状 であ る｡

全体的に改革の 方向と して も っ とも目に つ く の は ､

(丑教育効果をあげるため の少人数教育体制 ､ ②初修外

国語の選択の幅を広げる多様化､ 自由化 ､ の 二 つ の 傾

向で あろう｡

第
一

の 方向に つ い て は ､ 初修外国語の 教育効果を上

げるため にク ラ ス の 少人数化を実現 した大学が かなり

ある ( 名古屋大 ､ 香川大など､ 京都大は検討中) ｡ だ

が ､ そ の 具体的な方策は様 々 で あり ､ 必修科目を減ら

す こ と ( 福井大 ､ 滋賀大 ､ 大分大) ､ 必 要単位数を減

らすこ と ( 岐阜大) ､ 外国語の 単位算出法を変更 して

実質的に必要単位を減らす ( 福井大) など､ 各大学の

カリキ ュ ラ ム 改革に沿 っ た方法をと っ て い る｡

第 二 の方向である多様化､ 自由化は ､ 大学に よ っ て

様々 で個性的な改革がなされて い る の で 目立 っ たもの

を紹介 して い こう｡

多様化の
一

例と して は ､ 従来開設されて い なか っ た

外国語の科目を新設 した と こ ろがあ る (弘前大 : ロ シ

ア 語､ ハ ン グ ル 語 ､ 宇都宮大 : タ イ語 ､ 朝鮮語､ 岐阜

大 : 中国語 ､ ロ シ ア語 ､ 佐賀大 : 朝鮮語) ｡ ま た ､ 初

修外国語にイ ン テ ソ シ ブ ･ コ
ー

ス を設けた り (薪潟大:

ドイ ツ語 ､ フ ラ ン ス 語､ ロ シ ア 語､ 中国語 ､ 三重大 :

ドイ ツ語) ､ 演習形式の 外国語授業を実施したり ( 岡

山大) ､ 上級ク ラ ス を置くな ど (弘前大 ､ 福島大) の

試み がな されて い る｡

授業内容に及ぶ改革に つ い て は ､ 初修外国語もまた

異文化の 理解の 手段と して位置づ け , 会話など実用的

な面を伸ばそうとすると ころ (鳥取大 : ドイ ツ語 ､ フ

ラ ン ス 語) ､ 異文化理解の 授業､ テ ー マ 別授業を導入

して い ると こ ろ ( 埼玉大 ､ 千葉大 ､ 大分大) が ある ｡

筑波大の ように初修外国語におい て も､ 国際交流をす

すめ ､ 海外研修を外国語教育に積極的に組み込ん で い

る大学があり ( 筑波大 : 朝鮮語､ ドイ ツ 語) これは今

後の 改革の 方向を示 して い るだろう｡

選択 の 自由化の 事例と して は ､ 必要単位を超えて 履
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修 した場合には
一

部を専門科目と して みなす措置 ( 和

歌山大) ､ 学部に よ っ て 適用されて い た履修可 能外国

語の制限 (特に中国語) を廃止 し て履修を自由化 した

と こ ろ ( 岡山大､ 佐賀大､ 鹿児島大) な どが 目に つ く｡

設問 8 . 外国語検定試験合格者の単位認定

国立総合大学4 6 校 の外国語教育で の 取扱い は以下の

とおり 3 分顕される｡

(り 実施していない (4 6校中33 校)

岩手大 ､ 東北大､ 秋 田大､ 山形大､ 福島大 ､ 茨城

大､ 筑波大､ 群馬大､ 埼玉大 ､ 東大､ 横浜国立大 ､

山梨大､ 信州大､ 金沢大､ 福井大 ､ 岐阜大 ､ 静岡

大 ､ 名大 ､ 三重大､ 滋賀大､ 大阪大､ 神戸大 ､ 奈

良女子大 ､ 島根大､ 岡山大､ 広島大､ 山 口大 ､ 愛

媛大 ､ 佐賀大､ 長崎大 ､ 熊本大､ 大分大､ 新潟大｡

(2) 検討中 (46 校中 7 校)

北大､ 弘前大､ 宇都宮大､ 京大､ 鳥取大､ 九州大､

鹿児島大 (英語 ･

仏語) ｡

(3) 実施している (4 6校中6 校)

実用英語技能検定

千葉大 ( 1 級) 6 単位, ( 準 1 ) 2 単位

和歌山大 ( 教育の み) ( 準 1 ) 英語中級 4 単位

香川大 ( 1 級) 4 単位､ (準 1 ) 2 単位

高知大 ( 準 1 ) 英語上級 4 単位

琉球大 ( 1 級) 8 単位 ､ ( 準 1 ) 4 単位

実用 フ ラ ン ス 語技能検定

千葉大 ( 3 級) 4 単位 ､ ( 4 級) 2 単位

富山大 ( 3 級以上) 4 単位､ ( 4 級) 2 単位

但 し､ 実績なし

和歌山大 (教育の み) ( 3 級) 中級 4 単位､

琉球大

( 4 級) 初級 4 単位

( 4 級) 2 単位

〔参考〕

お茶の 水女子大学の 英語履修に つ い て

必修単位 (通年週 2 時間で 4 単位)

文教青学部 12 単位､

理学部 ･ 生活科学部 8 単位

科目 必修単位用

基礎英語 ( ク ラ ス 指定) ､ 総合英語

Ⅰ - ⅠⅠⅠ､ 英会話 Ⅰ ､ ⅠⅠ

自由選択用

英会話Ⅰ ､ Ⅳ､ 上 級英語Ⅰ ､ ⅠⅠ

認定 準 1 級 基礎英語4 単位 (残 り の必修単

位は総合英語Ⅰ - ⅠⅠⅠで 充足)

1 級 基礎英語 4 単位十総合英語Ⅰ ､

ⅠⅠ 4 単位 ( 残り の必修単位は上

級英語Ⅰ ､ ⅠⅠで充足)

* 認定は入学時に資格がある場合に限る｡

概観すれば､ 平成 7 年 8 月現在におい て ､ 国立総合

大学4 6 校 で ､ 実施校が 6 校 ､ 検討中が 7 校､ 実施し て

い な い が33 校 とな っ て おり､ 今後数年間､ 検討中およ

び未実施大学の 動向が注目される｡ 但 し､ 今 回 の資料

で は対象校が 限られており ､ 他 の 国立大学ならびに主

要私立大学の実施状況も調査する必要があると思われ

る｡

次 に ､ 実施状況をみ ると ､ 単位認定の対象とな っ て

い る外国語は英語と フ ラ ン ス 語 の 2 つ だ け で ある｡ 実

施 6 大学 の 中 で ､ 2 外国語の単位認定を行 っ て い る大

学は ､ 千葉大､ 和歌山大 (教育学部) ､ 琉球大の 3 大

学 で ある｡ 英語 のみ実施の 大学は香川大､ 高知大の 2

大学､ フ ラ ソ ス 語 の み は富山大 1 校 で あ る｡

単位認定対象となる検定試験の グ レ
ー

ドに つ い て は ､

英語は 1 級 , 準 1 級 ､ フ ラ ソ ス 語は 3 級 ( 以上) ､ 4

級と共通 して い る｡

認定単位は大学 により異な り､ 英語で は ､ 1 級 が 4

- 8 単位まで ､ 準 1 級 が 2 - 4 単位まで ､ フ ラ ソ ス 語

で は ､ 3 級 (以上) は 4 単位､ 4 級 は 2 - 4 単位とな っ

て い る ｡

単位認定の方法に つ い て 明記 して い る大学は以下の

とおり で ある｡

千葉大 入学時および入学後 (随時) 外国語セ ン タ ー

で 審査 し､ 学部 へ 報告｡

和歌山大 (教育学部) 教務委員会が受理 し､ 担当教

室 ･ 教官の 意見を徴し､ 教授会に諮る ｡

香川大 各学部が確認のうえ ､ 認定する ｡

高知大 共通教育運営委員会で審議のうえ認定する｡
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〔参考〕

お茶の水女子大 認定は入学時に資格がある場

合に限る｡

〔新潟大学で実施する場合の問題点〕

(1) 外国語検定試験合格と大学の 外国語教育の 単位認

定に つ い て の本質的な議論が必 要で ある｡

(2) 実施校の 英語の単位認定の対象はす べ て英検で あ っ

たが ､ 他 の 英語検定試験の 合格者の 扱い は どうなる

のか ｡ ま た ､ 海外 の 外国語学校 で の 研修等はどう評

価されるの か ｡

(3) 本学 の学生の英検資格の取得状況を調査す るこ と

も必要となろうが ､ 実態と して は ､ 大体 ､ 1 ､ 2 年

生で英検 2 級程度､ 3 ､ 4 年生 で準 1 級､ 極く少数､

1 級 と い うと こ ろか｡ 現行カリキ ュ ラ ム で は ､ 1 年

次で ､ 必修単位4 単位を履修する ことにな っ て い る ｡

となると ､ 3 ､ 4 年次 で準 1 級または 1 級に合格 し

て も間に合わない ことにな る｡ 最悪の 場合は ､ 制度

を作 っ て も該当者な し､ また は単位認定 して も有効

に生か されな い ｡

(4) 語学力は入学時が ピ ー ク で年 々 下降して いくとい

われる｡ こ れは 目標を失 っ て学習意欲が減退す るか

らにほか な らな い ｡ そ こ で ､ 外国語検定試験の 受験

を勧め る ことに
一

定 の 意義はあるが ､ それと大学の

外国語教育との 接点に つ い て は今後真剣に議論 しな

ければならな い ｡ と 同時に ､ 他大学の 実践例の デ
ー ー

タ を収集 し､ 理解を深め て い く必 要が あろう｡

設問 9 . 外国語教育の 問題点及びその 解決方法

【1 】 大学教育における外国語教育の 理念に つ い て

の共通認識が欠け て い る ことから生 じて い ると思われ

る問題が幾 つ かある｡

既修外国語 ( 大抵は英語) と初修外国語 (独 ､ 仏 ､

露 ､ 中､ 朝等) と で問題の 現れ方に 多少の 相違がみ ら

れるが ､ 多く の 大学で は ､ ｢ 異文化理解の た め の 外国

語教育+ とい う側面と､ ｢ 発信型の 実践的な運用能力

育成の ため の外国語教育+ と い う側面とが ､ 錯綜 した

状態で既修外国語と初修外国語の 教育を行 っ て い るよ

うで ある ｡ それに よ っ て発生する以下の 問題点が考え

られ る｡

( 1) ク ラ ス 規模が多すぎる (5 0 - 6 0 名 : 鳥取大 ､ 福

井大等 ､ 過半数の大学が指摘)

(2) 必修単位数が多く ､ 選択 の幅が狭い

(3) 外国語担当教員数が不足 し､ 負担が増加 して い

る ( 弘前大 ､ 京大等 ､ 大部分の大学が指摘)

〔解決方法につ いて〕

(1) に つ い て は ､ ほ とん どの 大学で ､ 少人数ク ラ ス を

編成す るよう努め て い る｡ そ の 場合に ､ ただク ラ ス の

人数を圧縮するだけで なく ､ 同時に視聴覚教育を推進

した り ( 大阪大等) ､ 目的別 の ク ラ ス 編成を した り

(秋 田大等) ､ 実力別ク ラ ス 編成を考 えたり (佐賀大

等) ､ 再履修ク ラ ス ( 埼玉大等) や補習ク ラ ス ( 高知

大等) を編成 したり ､ き め細か い 対応をして い る｡

ま た ､ (2) に つ い て は ､ 必修単位数を減らし､ 自由選

択の幅を広げるの が大勢とな っ て い る｡ こ れによ っ て

ク ラ ス 数がある程度減少するの で ､ 少人数ク ラ ス の編

成に有利とな る｡ そ の 反面で は ､ 必修単位数の削減に

より学生の 学習意欲と学習到達度が低下 して い ると の

指摘もある ( 長崎大) ｡

次 に ､ (3)に つ い て は ､ ほ とん どの 大学が非常勤講師

に より補 っ て い る の が
一

般的 で あ る｡ しか し､ こ の場

合に外国語担 当教員の 専任と非常勤との比率が新たな

問題となる ｡ 既 に大部分の 大学におい て ､ 後者 の比率

が前者を上回 る状況が生まれて い る｡

なお ､ こ れら(1) - ( 3) の 問題は互い に関連する事で あ

り､ 冒頭に挙げた ､ 大学教育におけ る外国語教育の理

念が は っ きりと認識され､ それがカ リキ ュ ラ ム に体現

されるならば､ 自ずから大幅に改善されるはずの もの

で あ ると言う こ とが で きるだ ろう ｡

具体的に言えば､ 大学教育におけ る外国語教育の 目

的と し て ､ ｢ 異文化を理解す るため+ と ｢ 発信型の 実

践的な運用能力を育成するため+ と い う 二 つ の側面が

ある こ とに つ い て はほ とん ど の大学に異論が な い ｡
一

方 ､ 学習す べ き外国語に既修外国語と初修外国語の 別

がある ことは ､ 与件と して の 前提とな っ て い る｡ しか

し､ 大多数の大学 では ､ 二 つ の 目的を 2 種額 の外国語

によ っ て 振り分け て は い ない ｡ そ の結果と し て上記(1)

- ( 3) の 問題が生まれて い ると考えられる｡
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こ こ で 筆者の 考えを示せば ､ 大学における外国語教

育で は ､ まず原則と して ､ ｢ 異文化理解の ため の 外国

語教育+ を初修外国語に結び付け､ ｢ 発信型 の実践 的

な運用能力育成の ため の 外国語教育+ を既修外国語に

結び付けるの が良い と思う｡ 実際に こ の ように行 っ て

い る大学もある ( 九州大等) 0

こ うする こ とによ っ て ､ ク ラ ス の 目的に応 じ て人数

を増減する ことが で きるようにな り､ ク ラ ス の 多様性

が学習意欲を刺激するの で ､ 必修単位数を削減しで 自

由選択の 余地を広げる ことが可 能となり ､ ま た ､ そ れ

に よ っ て外国語担当教員の 範囲が広が る ことにな る で

あ ろう､ と思われる｡

【2】 大学の い わゆ る ｢大衆化+ によると思われる

こ と で あるが ､ 多く の 大学におい て 以下の 点が問題と

な っ て い る ｡

(4) 学生の 学習意欲が希薄で ある (金沢大等)

(5) 学力が漸減傾向にある (鳥取大､ 三重大等)

具体的には ､ 外国語の 背景をなす文化や社会に対する

学生の知的好奇心が欠如 して い るとの 指摘がなされて

い る (宇都宮大､ 長崎大等) ｡

そ の反面で ､ 学生が

(6) 極端に実用主義的か つ 功利主義的な志向を持ち

過ぎる ( 宇都宮大)

と の指摘もあり､ 内実 の 伴わない ｢ 会話+ 志向と学生

の 学力の漸減傾向に よ っ て授業効果が低下 して い ると

の 指摘がある ( 三重大等) ｡

他方､ 多く の 大学におい て ､

(7) 中国語の履修希望者が激増し､ 大学が対応 し切

れない (埼玉大 ､ 岐阜大 ､ 京大､ 長崎大等)

ことが問題 とな っ て い る｡

〔解決方法につい て〕

¢) に つ い て は ､ 多く の大学が学生の興味ある分野の

授業 ( 会話､ 作文 ､ 講読等) を自由に選択させ る よう

に した り ( 金沢大 ､ 福井大等) ､ 学生 の 希望に応 じた

カリ キ ュ ラ ム を提供 した り (鳥取大等) ､ 医学英語 ､

科学技術英語等の 専門性の 強い ク ラ ス を作 っ た り して

( 韓本大等) ､ 学習意欲をかき立 て ようと して い る ｡

ま た ､ L L や視聴覚設備を導入 して ( 滋賀大等) ､ 授

業効率の 増大を図るよう努め て い る｡ そ の 際 ､ あらか

じめ シラ バ ス に よ っ て学生に授業内容を説明するほか

( 滋賀大等) ､ ガ イ ダ ン ス で 周知させ る (名大等) な

ど の 手を打 っ て い る｡ もちろん ､ ク ラ ス 規模を小型化

する ことは多くの 大学が努力して い るが ､ 財政的制約

により多くの 困難が あるよう である｡

(5)に つ い て は ､ 大学 の授業以前の 問題 で あり ､ 基本

的には解決策は見い 出し難い もの で ある ( 三重大) ｡

(6) に つ い て は ､ 大学における外国語教育が持 つ 二 つ

の 目的に つ い て ､ 教員と学生 とが共通認識を持 つ よう

因 っ て い る ( 茨城大､ 九州大等) ｡

次 に ､ (7) に つ い て は､ 当然 の ように放とん ど全て の

大学がク ラ ス 数 ( コ ー

ス 数) を増やす ことによ っ て 対

応 しようと して い る｡

しか し､ こ の 中国語履修希望者の激増の 問題は ､ 筆

者の理解するとこ ろによれば､ 複雑な要因によ っ て 生

じて い る問題で あると考えられ､ 決して 一

時的現象で

はなく ､ 今後も継続的に増加 して いくもの と考えられ

る｡ 筆者の 考えを示せば､ そ の 要因の
一 つ は ､ 中国の

国際的地位の高まりに触発された学生たちの 中国 へ の

関心 の 高まりに よるもの で ある｡ しか し､ それが全て

で はな い ｡

もう
一

つ の 大きな要因は ､ 難きを厭い 安きに就 こう

とする学生た ちが誤解に基づい て選択す ることに よる

の で ある ｡ 学生たちの多くは ､ 必修単位を取得するた

めに消極的に 2 種額 の外国語を選択する傾 向にある ｡

すなわち､ 既 に 6 年間英語で 苦しんだ の で ､ さらに渠頁

似の横文字言語で 苦 しみたくはな い ｡ とは言え ､ 朝鮮

語は文字に違和感を覚える｡ 中国語なら漢字だけだ し､

文法も格変化な どなくて簡単そうだから､ 楽 に単位が

取れるだ ろう｡ こ の ような思い 込み に よ っ て ､ 多く の

学生が中国語を選択 して い る ｡

もちろん ､ 純粋 に前者の 要因に よ っ て 積極的に中国

語を選択する学生はい るが ､ そ れ は少数派で ある ｡ 実

は ､ か く言う筆者は中国語教育の担当教員で あ っ て ､

学生に対する数年来の ア ソ ケ
- ト調査に より こ の こ と

を知り得た の である｡ 因みに ､ 後者 の 要因をなす学生

の 判断が誤り で ある ことは ､ あ ら ため て言うま でもな

い こ と で ある ｡ 混み入 っ た説明は省くが ､ た だ
一 つ ､

声調言語で あり､ 欧米語や朝鮮語や日本語とは異質の
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学び にくい 言語で ある こ とだけを指摘すれば十分で あ

ろう｡

こ のような学生の 希望的誤解が(7) の 要因の主要なも

の で ある以上 ､ 単 にク ラ ス の数を増やすだけで は解決

で きない こと である｡ そ こ で ､ 外国語の 必修単位数の

削減を図ると同時に ､ ｢ 異文化理解 の ため の 外国語教

育+ の 意味に つ い て ､ 学生 の認識を深め る必要がある

だろう｡ 要 は ､ 積極的な要因によ っ て 外国語を選択す

る ように しむける こと で あ る｡

付録

新潟大学における改善点と問題点

設問 7 で外国語教育の改善 ･ 改革等に つ い て ､ 設問

9 で は外国語教育の 問題点及びそ の解決方法に つ い て

各大学に質問し､ そ の 回答を上記の ようにまとめたが ､

当該質問に対する新潟大学の 回答を付録として次に記す｡

設問 7 . 外国語教育の 改善 ･ 改革等

英語

平成 5 年度より新カ リキ ュ ラ ム に移行 し､ 従来 の

必修 8 単位を 4 単位に半減する
一

方 で ､ ク ラ ス 定員

を減らした ｡ また ､ 目的を明確化 した授業を導入す

るために､ 読解力 の養成を目指した a と コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ ソ 能力の 養成を目指 した b の 二 種額の ク ラ ス を

設け､ 1 年次生には ｢ 英語 I a + と ｢ 英語 I b + を

細.合せ で履修させ る ことに した ｡

初修外国語

平成 5 年度より独 ､ 仏 ､ 中､ 露語に ､ 人文学部学

生を対象と して ､ 週 4 回授業を行う通年の ｢ 初級集

中 コ
ー

ス+ 各 1 ク ラ ス ( 定員25
-

3 0 人) を設けたほ

か ､ 新た に朝鮮語ク ラ ス を開設 した｡ 初級集中 コ ー

ス - の 割 り振りは入学時に学生からア ソ ケ
- 卜を と っ

て行 っ た ｡ 平成 7 年度より全学部を対象と して週 4

回授業を行う半年 ( 第 1 学期制) の ｢ 初級集中 コ
ー

ス + ( 定員30 人) を新設 した ｡

全外国語

平成 7 年 8 月 の ア ン ケ
-

ト調査後の 9 月からで は

あ るが ､ ｢ 教養外国語教育研究部会+ が 大学教育開

発研究 セ ソ タ
-

の 下 で発足 し､ 発表会を数回開い て い

る｡ 今後 の活動が期待される (本年報2 90 頁 を参照) ｡

設問 9 . 外国語教育の 問題点及びそ の解決方法

〔全般的な問題と解決方法〕

1 . 教養部解体後 ､ 外国語教員が文系 3 学部に分属

し､ 3 ブ ロ ッ ク化 した結果 ､ 教員 の行う教務事務

は分散された もの の ､ ブ ロ ッ ク間 の意思の 疎通は

図り･難くな っ た ｡ ま た ブ ロ ッ ク体制と､ 全学的に

授業計画の 立案とその 実施を担当する大学教育開

発研究セ ン タ
ー

の シ ス テ ム と の 間には ､
一

部 原理

的に矛盾があるた め ( 一

種 の 二重構造) ､ 部分的

な食い違い が認められる ｡

2 . 専任担当教員が分属先の 学部におけ る専門授業

の 負担増に より､ 教養科目 の担当を減少せ ざるを

得なくな っ たにもか かわらず､ 単純には非常勤増

に よる補充が認められない の が現状で ある｡

3 . 外国語教育の 充実も大学の 生き残りを賭けた重

要課題の
一

つ で あるとい う認識に立 つ ならば ､ 制

度の 改善と教員確保の方策に つ い て ､ 学部が積極

的に参加 した形 で の全学的検討を行 っ て 決断実行

されなければならな い ｡

4 . 平成 9 年度以降に大規模な改革を目指 して い る

が ､ そ の 成否は上記 3 の全学的検討の成果と深く

関わ る で あろう｡

5 . 授 業内容の改善に つ い て は個 々 の教師の 努力と

創意工夫にた よる の み ならず､ こ の ワ ー キ ン グ ･

グ ル ー プの ような, 外国語全体あるい は教科ごと

に研究会を持ち ､ 組織的に改革案の検討を行う必

要が ある ｡

〔個別的な問題 と解決法〕

1 . ク ラ ス 定員が多すぎた ｡ 従来は週 2 回 の通常 コ ー

ス で ､ 1 ク ラ ス の人数が60 人規模 であ っ た が ､ 必

修単位を減らすなど して ､ 少人数ク ラ ス の編成に

努めた ｡ 現在､ ｢英語I a ､ ⅠI a + が50 名､ ｢ 英語

I b ､ ⅠI b + が3 0 名 ､ ｢ 英語ⅠⅠI + が2 0 - 3 0 名 で あ

る｡ 初修外国語で は ､ 通常 コ
ー ス が 1 ク ラ ス 40 名､

集中 コ
ー

ス が 1 ク ラ ス 30 名と して い るが ､ 実際に

は再履修学生がい る の で これらの定員を超え て い

る｡

2 . 発 信型の 言語運用能力向上 へ の 要望に応え切れ
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て い な い ｡ こ の 問題に つ い て は ､ ネイ テ ィ ブ の担

当するク ラ ス を可能なか ぎり多く開設 して対応 し

て い るが ､ 充分 で はな い ｡

3 . 学 生が希望するク ラ ス になかなか 入れな い ｡ こ

の 問題に対 して は ､ 大部分の ク ラ ス を学部指定に

して ､ 各学部の専門カリキ ュ ラ ム との 衝突を避け

る ことに よ っ て解決を図 っ て い る｡

4 . 初修外国語科目 の選択で 学生の希望と収容能力

に不均衡があり ､ 特 に中国語を希望する学生が急

増して収容 しきれない ｡ こ れに つ い て は ､ 入学時

に ア ン ケ
ー ト調査を実施 して 学生の 希望を把握す

るが ( そ の時点で は既にそ の 年度の授業計画は完

了して い る の で ､ 次年度の 参考にする) ､ 教科 ご

とに学部別に割り振 っ て 決め ざるを得ない の で ､

学生の 希望どおりには行かない 場合がある｡ 中国

語 では コ
ー

ス の 増設で対応 して い るが ､ 解決には

程遠い ｡

5 . 外国語を担当する教員の 確保が難 しく､ 負担が

増加 して い る ｡ こ れ に つ い て初修外国語で は非常

勤講師によ っ て 手当て をし て い るが ､ 財政的な制

約の ほか に地域的な制約もあ っ て 人材確保が困難

で ある｡ 仏語 ､ 中国語で は平成 7 年度より フ ラ ソ

ス 及び中国よりネイ テ ィ ブを非常勤講師と し て直

接招聴し､ それぞれ週 8 コ マ 担当してもら っ て い る｡

おぁりに

平成 7 年 8 月に行 っ た ア ソ ケ
- ト調査に対 し､ 各大

学 より膨大な回答と資料をお寄せ い ただいた ｡ それら

を ､ 教養教育の 事務を担当す る企 画室教務係の 職員が

整理 し､ それを基 に､ 1 2 月 よ り本委員会がそ れぞれの

設問ごとに結果の 分析を行い ､ 本報告 と してま とめた

もの である｡

暑 い 最中に ､ 時間と労力を要する設問に対 し
ー

つ
一

つ 丁寧に回答し て下さ っ た各大学の方々 には ､ 感謝 の

気持ちで
一

杯 で ある｡ ま た ､ 本報告喜作成に関して ご

協力下された各位 に対 しこ こ に謝意を表 します｡

( 本 ア ン ケ ー

ト調査 の対象校 にお茶の 水女子 大学が入

る べ きとこ ろ ､ 手違 い で漏れて しまい ま した ｡ お詫び

申し上げます ｡ なお ､ 設問 8 の記事で 参考と し てお茶

の 水女子大学に言及 した部分は別途入手の資料か ら の

借用で ある ことをお断り し ておきます｡)

新潟大学大学教育開発研究 セ ン タ
ー

外国語系列 ワ
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中沢 敦夫
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